
令和元年度11月25日

魚津市

地域の魅力と価値を
高める公園づくり

名前は
ミラたんです
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資料５



魚津総合公園、早月緑地、魚津桃山運動公園は、指定管理者
制度を活用した管理運営が行われており、その他街区公園に
ついては、市が直営で管理を行っています。

魚 津 市 の 公 園 ・ 緑 地 の 現 状

魚津市には、県内唯一の水族博物館と遊園地が一体となった
魚津総合公園、緑に親しめる早月緑地、様々なスポーツを楽
しめる魚津桃山運動公園と市民の交流や憩いの場として街区
公園24箇所あり、公園の総面積はA=58.5haあります。
市民の一人当たりの公園面積は約13.92㎡であり、標準公園
面積の10㎡以上を超えている状況にあります。

整 備 の 状 況

管 理 の 状 況

街区公園については、過去に土地区画整理事業で整備された
ものが多いことから、ほとんどが市街地に配置されており、
いくつもの公園が近接して立地している状況にあります。現
在は、その市街地も人口減少、少子高齢化が進んでおり、利
用者の減少や施設の老朽化などにより、活用されていない街
区公園が多い状況にあります。

立 地 の 状 況
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魚津市の公園・緑地の整備及び管理運営に係る課題

○少子高齢化の進展、健康志向や防災意識の高まり等、ライフスタイルの多様化に伴う市民ニーズの変化に対応
することが必要です。
○特色・役割を踏まえた配置や利活用し易いルールの適正化について柔軟な見直しが必要です。
○既存ストックや地域特性を活かした特徴・魅力づくりを進める必要があります。

市民ニーズへの対応、配置や利活用の適正化

○老朽化施設の長寿命化対策推進による安全性を確保し、ライフサイクルコストを縮減する必要があります。
○社会資本全般的に維持更新コストが増大する中、コスト縮減と新たな財源を確保する必要があります。

施設の老朽化への対応とコスト縮減・財源確保

○地域組織、民間事業者等を含めた様々な主体との連携に基づく協働体制の構築が必要です。
○連携・協働を促進する仕組みづくりが必要です。

新たな協働体制づくり
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魚 津 市 が 目 指 す 公 園 像 と 基 本 方 針

人々が集う‼つながり・交流を生む公園 地域の愛着と誇りを育む公園

③地域毎の
ニーズに応える
個性ある魅力
的な公園整備

②多様な主体
（パートナー）
と連携して公園
運営の持続可
能性を高める

①子どもから
高齢者まで
様々な世代
の利用を促

す
①子どもから高齢者まで様々な世代の利用を促す
②多様な主体（パートナー）と連携して公園運営の持続可能性を高める
③地域毎のニーズに応える個性ある魅力的な公園づくり

基 本 方 針

公園施設の計画的な維持修繕、更新を行い、施設の長寿命化を図りながら維持管
理費の縮減を図るとともに、地域の特性に応じた公園の利活用を検討し、誰もが
安全で安心して利用できる魅力ある公園を目指す。

4



公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 展 開 施 策

街区公園の機能再編・分担及び統合の検討

街中の比較的狭い範囲において、複数の街区公園が立地し、いずれの公園も似たような機能や施設となって
いる公園を、機能再編・分担及び統合について検討を進める。

機能の再編 配置の再編（統合）

〇地域に親しまれ、使われる公園になるように、公園を「まとめる」〇みんなが使いやすい公園になるように、役割を「みなおす」

村木公園 吉島公園

魚津公園 跡地をその地域に不足する
都市機能施設などの敷地

に有効活用

機能分担による整備のイメージ 統合（集約）による整備のイメージ
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公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 施 策

地域住民等の参画促進と協働の推進

地域の身近な公園は、親しみやすく魅力的な場所として維持され活用されていくためには、地域住民が
主体的に関与していくことが望まれます。
従来の行政主導から転換し、地域と市が協働し、市民の視点から公園の管理・運営を行える公園づくり
が重要です。

地域住民

行 政
有識者

（公園関係）

NPO法人等

協
働

いろいろな方と
一緒になって
特色ある公園
づくりを進める

利用状況や地域の特性などを踏まえな
がら公園ごとのルールづくりも含め

パークマネジメントプラン
（公園別プラン）を作成

地域住民等
☆公園の維持管理
◎清掃・除草・草刈り
◎低木刈込み剪定等

☆地域の自主的活動（希望する活動）
◎イベント開催
◎市民農園などに活用

魚津市
☆地域の皆さんでは対処が困難な作業
◎高木の剪定
◎施設の点検・修繕
◎樹木等の薬剤散布
◎その他必要に応じて

維持管理の協働体制

地域住民等が主体的に管理
運営に携わり、利用者が親
しみやすく魅力的で活用さ
れる公園
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子供をターゲット
にした遊具が充実
した公園づくり

子供達が想像力
を働かせて新し
い遊びを生み出
せる場を提供

市民農園と
しての活用

公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 施 策

地域住民等との協働による公園イメージ

地域の方々が公園
を自由な発想で
自由に利用
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公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 施 策

公園の魅力づくりに民間の管理運営のノウハウを活用

魚津水族博物館や遊園地が立地する魚津総合公園については、公園のにぎわい創出や課題解決に
向け、現指定管理者とパートナーとなる民間事業者を選定し、新たな公園づくりを進めています。

魚津水族博物館
遊園地・プール
バーベキュー広場
パークゴルフ場

魚津総合公園の施設

各施設の老朽化
利用者の伸び悩み
飲食の施設が弱い
季節・天候に左右される運営

課題 パークゴルフ場

イベント広場

魚津水族博物館

ミラージュプール
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公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 施 策

公園の魅力づくりに民間の管理運営のノウハウを活用

現指定管理者、パートナー企業、魚津市が協定を結ぶことにより連携を図り、魚津総合公園
のにぎわい創出を目指します。

現指定管理者 パートナー企業

魚津市

協 定

パートナーシップ契約
課
題
解
決
に
向
け
て

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
ぎ
わ
い
が

持
続
す
る
公
園

まずは、
ソフト面を
中心に

維持管理の
ノウハウを持つ

賑わいづくりの
ノウハウを持つ

お互いの強み
を生かして

魚津総合公園にぎわい創出のための事業スキーム
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優雅に魚津の食と
キャンプを楽しむ

来園者が食事等を楽しむ
多世代の交流の場ソーシャルダイニング

グランピング

パパママカーニバル

子供の未来を
刺激する遊び
がテーマ

公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 施 策

具体的な取り組み

あそぶ

つなぐまなぶ

３つの「きっかけ」づくりで
にぎわいが持続する公園へ！

公 園 の 整 備 や 管 理 運 営 に 関 す る 施 策

パークコンシェルジュを配置し、公園の魅力や使い方の発信や、単発型の集客イベントだけ
でなく、普段使いの公園、愛着のある公園として利用してもらうような取り組みを進めます。

10



ご清聴ありがとうございました。
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